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市議会だより天童

津山地区では、毎年、老人クラブの皆さんと
津山小の１・２年生が、小正月の伝統行事の
「だんごさし」を行っています。色とりどり
のだんごをさし、よい１年になるよう願って
いました。
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１２ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月１１日・１２日の２日間
の日程で、１０人の議員が行いました。
　本市の魅力発信や天童高原での若者向けイベントの
開催をはじめ、通学時の子どもの荷物の負担軽減等に
ついて、市長や教育長等の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成３０年度第４回市議会定例会（１２月定例会）
は、１２月７日から２１日までの１５日間の会期で開かれ
ました。
　初日の本会議で、専決処分２件を報告し、人事案
件３件について同意しました。そのほか、平成３０年
度一般会計補正予算をはじめとする予算議案８件及
び条例議案等９件が上程され、予算特別委員会及び
所管常任委員会に付託されました。右記日程で審査
を行い、最終日の本会議で採決が行われました。
　また、最終日の本会議に市長提出の補正予算１
件、条例議案１件、委員会提出議案２件が提出され
採決が行われました。
（採決結果は１０ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

１２／７（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

１２／１１（火）
１２／１２（水） 本会議（市政に対する一般質問）

１２／１３（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２／１４（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２／１７（月）
１２／１８（火）

予算特別委員会（付託案件の審査）
予算特別委員会（討論、表決）

１２／２１（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決
　　　　など）

水
戸
芳
美 

議
員

＊

二
千
局
盤
来
、
将
棋
同
時
対

局
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

の
か

＊

天
童
高
原
で
若
者
が
集
う
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を

＊

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
整
備
を

遠
藤
敬
知 

議
員

＊
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し
た

「
観
光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
」

構
想
に
つ
い
て

＊

市
民
の
悩
み
に
寄
り
添
う
市

政
の
確
立
に
つ
い
て

鈴
木
照
一 

議
員

＊

水
道
法
改
正
と
市
民
生
活

＊

商
業
・
観
光
振
興

笹
原
隆
義 

議
員

＊

児
童
生
徒
の
不
登
校
対
策
に

つ
い
て

＊

本
市
の
経
済
・
ま
ち
づ
く
り

の
発
展
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊

自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
に

つ
い
て

＊

先
進
地
に
学
ぶ
、
公
園
造
り

の
発
想
に
つ
い
て

後
藤
和
信 

議
員

＊

通
学
時
の
子
ど
も
の
荷
物
の

負
担
軽
減
を

＊

小
中
学
校
の
体
育
館
に
空
調

設
備
の
整
備
を

＊

総
美
術
館
構
想
に
つ
い
て

（
仮
想
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
天

童
」）

佐
藤
俊
弥 

議
員

＊

行
政
運
営
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

伊
藤
和
子 

議
員

＊
常
態
化
し
て
い
る
高
齢
者
福

祉
施
設
の
人
手
不
足
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か

＊

地
域
防
災
計
画
を
市
民
に
周

知
す
る
た
め
の
方
策
は

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
政
和
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
。

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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　（仮）観光物産交流センター
（イメージ図）

一 般 質 問

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
棟
と

ト
イ
レ
を
建
て
替
え
す
べ
き

　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

は
、
旧
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
跡

地
に
あ
り
、
本
市
が
河
川
敷
を

県
か
ら
借
り
て
管
理
し
て
い

る
。
し
か
し
、
管
理
棟
は
鉄
骨

部
分
が
錆
び
て
い
る
な
ど
老
朽

化
が
進
み
、
安
全
上
建
て
替
え

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

川
原
子
コ
ー
ス
を
今
後
拡
張
整

備
す
る
上
で
、
基
本
的
な
構
想

や
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
蛍
光
灯
が
切

れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
。

利
用
者
の
満
足
度
向
上
や
電
気

料
削
減
の
た
め
、
蛍
光
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
管
理
棟
と
ト
イ
レ

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

建
て
替
え
な
ど
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
河
川
管
理
者
と
協
議
し
、

年
次
計
画
に
よ
り
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定

は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
課

題
を
整
理
し
、
河
川
管
理
者
と

協
議
を
重
ね
、
整
備
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
蛍
光
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
施
設
の
改
修

に
合
わ
せ
順
次

更
新
を
進
め
て

い
く
。

天
童
高
原
で
若
者
が
集
う

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を

　
天
童
高
原
は
、
環
境
整
備
が

進
み
、
に
ぎ
わ
い
が
増
し
て
き

た
一
方
で
、
若
者
の
認
知
度
は

低
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
に

素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら

う
た
め
、
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
い
わ
ゆ

る
イ
ン
ス
タ
映
え
と
い
う
若
者

が
好
む
仕
掛
け
な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
。

森
谷
経
済
部
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え

す
る
よ
う
な
自
然
や
風
景
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
指
定
管
理

者
と
連
携
を
図
り
若
い
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
や
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

水み

戸と

芳よ
し

美み

議
員

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
に

「
観
光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
整
備
を

　
国
難
と
言
わ
れ
る
人
口
減
少

時
代
、
定
住
人
口
の
増
加
が
見

込
め
な
い
今
、
本
市
活
性
化
の

手
段
と
し
て
交
流
人
口
の
拡
大

や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
政
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
道
の
駅

米
沢
は
、
半
年
足
ら
ず
で
来
場

者
が
１
０
０
万
人
を
突
破
し
、

周
辺
自
治
体
に
も
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
、
誘
客
施
設
と
し

て
観
光
面
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
本
市
も
国
の

準
備
段
階
選
定
へ
の
戦
略
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し

た
周
辺
活
性
化
計
画
を
急
ぐ
べ

き
で
あ
り
、
観
光
交
流
の
拠
点

施
設
と
し
て
「
観
光
物
産
交
流

セ
ン
タ
ー
」
構
想
の
早
期
確
立

を
図
る
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設

置
に
向
け
関
係
機
関
と
勉
強
会

等
を
開
催
し
、
市
が
提
示
し
た

整
備
計
画
案
も
一
定
の
評
価
を

得
て
い
る
。
周
辺
の
土
地
利
用

計
画
に
つ
い
て
は
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
地
域
活
性
化
な
ど
高

速
道
路
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享

受
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
国
の
準
備
段

階
調
査
へ
の
早
期
採
択
に
向
け

て
計
画
の
熟
度
を
高
め
、
進
捗

を
図
っ
て
い
く
。
観
光
物
産
交

流
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て
も

費
用
対
効
果

を
検
証
し
、

必
要
性
に
つ

い
て
調
査
、

研
究
を
進
め

て
い
く
。

市
民
の
悩
み
に
寄
り
添
う

市
政
の
確
立
を

　
市
役
所
は
「
市
民
の
役
に
立

つ
所
」、職
員
は「
市
民
に
奉
仕

す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
市
民
の

要
望
・
問
題
解
決
に
、
誰
か
が

援
軍
に
入
ら
な
け
れ
ば
事
が
進

ま
な
い
役
所
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
市
民
に
寄
り
添
う
市

政
の
確
立
を
図
る
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
高
い
倫
理
観
を
持
ち
、

市
民
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
を
目
指
し
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
公
務
員
と
し
て
求
め

ら
れ
る
態
度
と
行
動
を
自
発
的

に
と
れ
る
よ
う
、
ご
指
摘
の

あ
っ
た
点
を
十
分
に
踏
ま
え
指

導
を
徹
底
し
て
い
く
。

遠え
ん

藤ど
う

敬け
い

知と
も

議
員

てんどう市議会だより №1633
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一 般 質 問

水
道
法
改
正
で
水
道
事
業
は

ど
う
変
わ
る

　

水
道
法
が
一
部
改
正
さ
れ

た
。
海
外
で
の
事
例
等
か
ら
、

水
道
事
業
の
民
間
委
託
の
弊
害

が
不
安
視
さ
れ
る
。
村
山
広
域

水
道
に
１
０
０
㌫
依
存
し
て
い

る
本
市
の
今
後
の
対
応
は
。

山
本
市
長　
水
道
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
施
設
所
有
権
を
移

転
せ
ず
、
運
営
権
を
民
間
事
業

者
に
設
定
で
き
る
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
水
道
は
、
国
民
の
生
活
、
生

命
に
直
結
す
る
極
め
て
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
そ
の
性
格

上
、
水
道
事
業
の
運
営
は
本

来
、
国
や
地
方
自
治
体
が
担
う

べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
個
別
の
業
務
委
託
に
と
ど

ま
ら
ず
、
水
道
施
設
の
運
営
や

設
備
の
更
新
・
投
資
ま
で
も
民

間
事
業
者
に
任
せ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
は
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
水
道
事
業

の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設

定
す
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。

に
ぎ
わ
い
創
出
と

織
田
信
長
公
の
ブ
ラ
ン
ド
力

　
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
、

『
織
田
』
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
し
た
事
業
や
軽
ト
ラ
市
等
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
事
業
を
継
続
す
る
に

は
、
き
め
細
か
な
行
政
の
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
本
市
は
、
人
間
将

棋
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
童
織

田
藩
を
活
用
し
た
観
光
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
補
助
年
数
に

３
年
の
上
限
を
設
け
て
い
る

が
、
事
業
者
が
新
た
な
企
画
に

取
り
組
む
場
合
に
は
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
効
果
を
精
査
し
た
上

で
、
補
助
を
継
続
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

森
谷
経
済
部
長　
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
体
と
相
談
し
て
自
立
を
促
し

な
が
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

児
童
・
生
徒
へ
の

不
登
校
対
策
は

　
山
形
県
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
１
０
２
０
人
で
あ
り
、
全

国
の
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
が
毎
年
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
本
市
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
悩
み
・
相
談

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

相
澤
教
育
長　
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
４７
人
で
、
こ
こ
数
年
ほ

ぼ
４０
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。

不
登
校
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
も
多

く
あ
る
。
支
援
員
・
相
談
員
の

配
置
や
適
応
指
導
教
室
の
開

設
、
一
人
ひ
と
り
の
悩
み
や
課

題
を
把
握
し
て
特
性
に
合
わ
せ

た
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
本
人
を
取
り
ま

く
環
境
に
働
き
か
け
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
て
問
題

解
決
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を

　
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

　
市
民
病
院
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
遠
隔
地
へ
の
訪
問
医
療
・
訪

問
介
護
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
、

除
雪
の
際
、
各
地
域
か
ら
の
要

望
・
ク
レ
ー
ム
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
集

約
化
し
て
情
報
共
有
す
れ
ば
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
市
情
報
化
計
画
に

基
づ
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
情
報
発
信
手
段

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

齋
藤
市
民
病
院
事
務
局
長　
市

民
病
院
で
は
、
訪
問
診
療
を
実

施
し
て
い
る
が
、
市
民
病
院
か

ら
退
院
し
た
高
齢
者
が
多
い
た

め
、
自
宅
に
お
け
る
対
面
診
療

が
適
切
で
あ
る
。

小
笠
原
建
設
部
長　
今
年
度
試

験
的
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
除
雪
車
の
位

置・仕
事
量
を
把
握
し
て
い
く
。

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
は
調
査

し
て
い
く
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員
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一 般 質 問

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に

　
Ⅰ
タ
ー
ン
は
「
人
口
減
少
対

策
」「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き

る
。
Ⅰ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す
た

め
に
、
今
後
、
新
た
な
取
り
組

み
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
移

住
・
定
住
」
の
ペ
ー
ジ
は
わ
か

り
づ
ら
い
。
天
童
へ
の
移
住
を

考
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
得
よ
う
と
し
て
も
、
わ
か
り

づ
ら
く
移
住
を
諦
め
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。

遠
藤
総
務
部
長　
来
年
度
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
２
人
採
用

し
、
そ
の
う
ち
１
人
か
ら
移

住
・
定
住
関
係
の
情
報
発
信
、

お
試
し
移
住
の
企
画
、
実
践
等

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
簡
単

に
情
報
収
集
で
き
る
よ
う
に
改

善
し
て
い
き
た
い
。

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

す
る
た
め
に

　
天
童
に
も
良
い
企
業
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
地

元
で
の
就
職
を
希
望
し
な
い
学

生
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
良

い
企
業
が
あ
る
こ
と
を
学
生
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
親
を

対
象
と
し
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

自
然
環
境
保
全
の
重
要
性

　
上
山
口
の
不
動
沢
川
は
、
現

在
魚
な
ど
生
物
が
す
め
な
い
川

に
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
以

前
、
そ
の
明
確
な
原
因
は
わ
か

ら
な
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
る
と
、

回
復
で
き
な
い
悲
惨
な
現
状
だ

け
が
残
さ
れ
る
。
上
山
口
採
石

場
跡
地
で
採
石
事
業
を
行
う
た

め
に
、
事
業
予
定
者
と
天
童
の

生
活
環
境
を
守
る
会
と
の
間

で
、
県
と
市
が
立
会
人
と
な
っ

て
協
定
書
を
締
結
す
る
が
、
そ

の
法
的
な
拘
束
力
は
あ
る
の
か
。

山
本
市
長　
上
山
口
採
石
場
跡

地
に
つ
い
て
、
採
石
事
業
の
認

可
申
請
を
す
る
際
に
は
、
事
業

予
定
者
は
地
域
住
民
と
の
環
境

保
全
協
定
書
が
必
要
な
た
め
、

そ
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
協
定
書
は
当
事
者
間
の
合
意

に
よ
る
取
り
決
め
で
あ
り
、
誠

実
に
従
う
責
務
が
あ
る
。
履
行

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
地

元
の
信
用
が
得
ら
れ
な
い
と
同

時
に
、
そ
の
後
の
事
業
継
続
が

困
難
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
の

保
全

　
昔
か
ら
の
自
然
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
の
は
、
皇
居
と
南

硫
黄
島
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
そ

れ
は
人
の
出
入
り
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
保
護

に
大
切
な
の
は
、
車
の
通
行
が

で
き
な
い
な
ど
生
息
場
所
へ
夜

間
に
人
が
立
ち
入
ら
な
い
場
所

で
あ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ
に
は
ホ
タ

ル
観
賞
の
た
め
、
夜
間
に
か
な

り
の
人
が
出
入
り
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
大
切
な
ヒ
メ
ボ
タ
ル

の
保
護
に
悪
影
響
が
出
な
い
か

心
配
で
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

相
澤
教
育
長　
ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ

ラ
は
、
植
物
学
の
専
門
家
の
指

導
の
下
、
地
元
の
町
内
会
や
青

壮
年
会
の
長
年
に
わ
た
る
環
境

整
備
活
動
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

て
き
て
い
る
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が

生
息
し
て
い
る
の
も
そ
の
成
果

と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の
宝
と

し
て
、
保
護
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
精
通
者
を
講

師
に
し
、
１
回
７０

人
の
定
員
制
で
観

賞
し
て
い
る
。

開
催
し
た
り
、
企
業
に
対
し

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度（
※
１
）

や
く
る
み
ん
認
定
制
度（
※
２
）を

周
知
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も

必
要
で
は
な
い
か
。

森
谷
経
済
部
長　
親
を
対
象
と

し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
県
と
労
働

局
が
実
施
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
内
か
ら
の
参
加
者
が
少

な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
実
施

の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
企

業
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
等
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

今春に卒業予定の大学生らの
地元就職希望の割合は

山形県 ２９．３％のみ
その理由は
志望する企業がない ５６．７％

優れた県内企業を知らないの
ではないか？

「２０１９年卒マイナビ大学生Ｕターン・
地元就職に関する調査」を基に作成

（
※
１
）…

若
者
の
採
用
・
育
成
に

積
極
的
な
中
小
企
業
を

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定

す
る
制
度

（
※
２
）…

仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
企
業
を
認

定
す
る
制
度

てんどう市議会だより №1635
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まちづくり懇談会の様子

一 般 質 問

通
学
時
の
子
ど
も
た
ち
の

荷
物
を
軽
く

　
公
明
党
１
０
０
万
人
訪
問
・

調
査
で
通
学
時
の
子
ど
も
た
ち

の
荷
物
が
重
す
ぎ
る
と
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
文
科

省
で
は
９
月
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の

中
身
を
軽
く
す
る
よ
う
に
各
教

育
委
員
会
に
通
知
し
て
い
る

が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
調

査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

相
澤
教
育
長　
文
科
省
の
通
達

を
受
け
て
、
一
部
の
保
護
者
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
市
内
の
小

中
学
校
で
は
、
通
学
時
の
荷
物

に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
負

担
軽
減
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し

て
い
る
。

　
家
庭
で
予
習
復
習
に
使
用
し

な
い
教
科
書
や
教
材
を
学
校
の

ロ
ッ
カ
ー
に
置
い
て
い
く
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
荷
物
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
体
力
面
か
ら

過
度
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
週
末
や
年
度
末
な
ど
の

荷
物
が
集
中
す
る
時
期
に
適
切

に
指
導
を
し
て
軽
減
の
努
力
を

行
っ
て
い
く
。

小
中
学
校
の
体
育
館
に

空
調
設
備
の
設
置
を

　
今
年
の
夏
は
猛
暑
で
屋
外
の

活
動
や
体
育
館
で
の
運
動
が
熱

中
症
の
危
険
性
か
ら
制
限
さ
れ

た
。

　
西
日
本
豪
雨
災
害
の
時
は
、

避
難
所
と
な
っ
た
学
校
の
体
育

館
の
あ
ま
り
の
暑
さ
で
避
難
生

活
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
姿
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　
小
中
学
校
の
体
育
館
は
災
害

時
に
避
難
所
と
な
る
こ
と
か
ら

空
調
設
備
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

相
澤
教
育
長　
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、
今
年
度

で
完
了
し
て
い
る
。

　
体
育
館
に
つ
い
て
は
建
設
後

３０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設

が
多
く
、
壁
に
断
熱
材
が
入
っ

て
い
な
い
等
の
構
造
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設

置
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

２
０
１
９
年
度
に
学
校
施
設

の
老
朽
化
調
査
を
実
施
し
、
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
、
優
先
順
位
等
を
明
確
に
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

後ご

藤と
う

和か
ず

信の
ぶ

議
員

よ
り
慎
重
な
行
政
運
営
を

　
計
画
し
て
い
た
調
整
池
の
整

備
が
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ

ず
中
止
に
至
っ
た
と
の
報
道
が

な
さ
れ
た
。
行
政
に
対
す
る
不

信
感
を
抱
い
た
市
民
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。
事
業
実
施
を
決

定
す
る
ま
で
に
は
、
十
分
調
査

し
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
市
の
事
業
の
進
め
方
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
危
惧
し
て
い
る
。

山
本
市
長　
こ
れ
ら
の
事
案
は
、

市
あ
る
い
は
市
職
員
に
対
す
る

市
民
の
評
価
の
低
下
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
同

様
の
事
態
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
ま
た
今
後
、
住
民
の
生
活
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
な

説
明
が
行
わ
れ
た
か
を
客
観
的

に
検
証
で
き
る
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

対
応
は

　
市
政
運
営
に
対
す
る
市
民
の

声
を
聴
く
場
と
し
て
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
懇

談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望

に
つ
い
て
は
、
そ
の
会
場
で
回

答
す
る
と
と
も
に
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。
地
域
の
小

さ
な
意
見
や
要
望
に
対
し
て
タ

イ
ム
リ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
が

よ
り
身
近
な
行
政
運
営
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

遠
藤
総
務
部
長　
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
は
、
市
民
が
日
常
生
活

を
送
る
中
で
抱
え
て
い
る
問

題
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
課
題
、
あ
る
い
は
市
政
全
般

に
対
す
る
提
言
な
ど
を
、
直
接

お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
市
民
目
線
に
立
っ
た

質
の
高
い
行
政
を
行
う
に
当

た
っ
て
、
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
適
切
な
進

行
管
理
の

も
と
迅
速

な
対
応
を

図
っ
て
い

き
た
い
。

佐さ

藤と
う

俊と
し

弥や

議
員

平成31年２月１日発行 6



王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

家
族
農
業
支
援
を

　
新
規
就
農
な
ど
担
い
手
支
援

の
他
に
も
、
高
齢
者
や
兼
業
農

家
に
農
業
を
継
続
し
て
も
ら
う

た
め
の
家
族
農
業
支
援
が
重
要

で
あ
る
。

　
特
に
樹
園
地
の
管
理
に
は
、

乗
用
草
刈
機
や
高
所
作
業
車
な

ど
が
必
要
で
あ
り
、
機
械
等
の

購
入
支
援
に
つ
い
て
考
え
を
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
農
業
経
営

は
、
個
人
経
営
体
で
あ
る
担
い

手
農
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た

担
い
手
へ
の
支
援
を
中
心
と
し

て
、
本
市
農
業
の
振
興
と
農
地

の
保
全
管
理
を
図
っ
て
い
く
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
第
２
種
兼
業
農
家
及
び
自
給

的
農
家
に
つ
い
て
は
、
１
戸
当

た
り
の
経
営
面
積
が
比
較
的
小

さ
い
こ
と
か
ら
、
本
市
農
業
経

営
に
お
い
て
は
従
た
る
存
在
に

と
ど
ま
る
が
、
農
家
数
に
占
め

る
割
合
は
約
６
割
と
な
り
、
農

地
の
保
全
管
理
を
通
じ
て
農
地

の
荒
廃
化
を
未
然
に
防
ぐ
と
い

う
意
味
で
は
、
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
農
地
を
良
好
な

状
態
で
保
全
し
て
い
く
た
め
、

兼
業
農
家
等
に
対
す
る
必
要
な

支
援
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。

農
地
流
動
化

促
進
の
た
め
に

　
農
地
の
利
用
集
積
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
た
め
に
、
樹
木
や

構
造
物
等
の
障
害
物
の
な
い
借

り
や
す
い
農
地
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
現
に
耕
作
し
て
い
る
農
地
の

集
積
に
つ
い
て
、
借
り
受
け
る

者
が
伐
根
や
構
造
物
を
撤
去
す

る
際
の
費
用
補
助
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
障
害
物
を
除
去
し

た
良
好
な
状
態
で
、
農
地
を
保

全
す
る
こ
と
が
農
地
の
貸
借
を

促
進
し
、
担
い
手
農
家
へ
の

い
っ
そ
う
の
集
積
・
集
約
化
に

結
び
つ
く
と
考
え
、
樹
木
の
伐

根
や
構
造
物
の
撤
去
等
へ
の
支

援
を
充
実
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
費
用

補
助
を
行
う
こ
と
で
、
い
っ
そ

う
集
積
が
進
む
も
の
と
考
え
、

農
業
委
員
会
と
し
て
、
天
童
市

に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

地
域
防
災
計
画
を

市
民
に
周
知
す
る
た
め
に

　
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
の

災
害
が
発
生
し
、
防
災
へ
の
市

民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
天
童
市
地
域
防
災
計
画
の
中

の
収
容
避
難
所
の
考
え
方
と
収

容
避
難
所
運
営
の
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

含
め
た
市
民
へ
の
周
知
を
ど
う

図
る
の
か
。

山
本
市
長　
収
容
避
難
所
は
、

災
害
対
策
基
本
法
の
基
準
に
基

づ
き
市
が
指
定
し
て
い
る
。
避

難
所
運
営
に
は
統
率
力
や
実
行

力
を
有
す
る
者
を
運
営
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
選
出
し
、
自
主
的

な
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
。
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
て
、
収
容
避

難
所
の
運
営
訓
練
等
が
実
施
さ

れ
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
図
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
来
年
度
、
東
部
地
区
版
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
周
知
し
、
防
災
知
識
の
普

及
・
啓
発
を
、
市
や
地
域
で
開

催
す
る
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
活
用
し
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の

人
手
不
足
の
実
態
は

　
高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保

険
事
業
計
画
に
沿
っ
て
施
設
整

備
を
図
っ
て
き
た
が
、
職
員
体

制
が
整
っ
て
こ
そ
整
備
し
た
と

い
え
る
。
施
設
は
計
画
ど
お
り

稼
働
し
て
い
る
の
か
。

　
就
職
面
談
会
を
実
施
し
た
が

そ
の
成
果
は
。

山
本
市
長　
整
備
し
た
施
設
は

す
べ
て
開
所
し
た
が
、
職
員
配

置
の
関
係
で
、
入
所
者
の
受
け

入
れ
を
一
部
保
留
し
て
い
た

り
、
一
部
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し

て
い
る
介
護
施
設
が
あ
る
。
良

質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
体
制
の
維
持
・
確
保
を
支

援
し
た
い
。

　
初
め
て
の
就
職
面
談
会
は
市

内
の
１２
の
法
人
が
参
加
し
、
当

日
１７
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
２

法
人
に
３
人
の
採
用
が
内
定
し

て
い
る
。
今
後
も
介
護
人
材
の

確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

継
続
し
た
い
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員
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天童高原スキー場開き

地
域
お
こ
し
協
力
隊

委
員　
移
住
・
定
住
促
進
に
要

す
る
経
費
４３
万
３
０
０
０
円
の

内
容
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
在
住
外
国

人
の
支
援
の
た
め
、
来
年
度
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
す
る
。

　
１
月
か
ら
三
大
都
市
圏
在
住

者
を
対
象
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
東
京
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
等
で
協
力
隊
員
を
募
集

し
、
３
月
ま
で
に
決
定
す
る
。

　
外
国
語
が
堪
能
で
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
で
き
、
天
童
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
方
２
人
を
募
集

す
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

空
調
設
備
更
新

委
員　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
管
理
に
要
す
る
経
費
１
５
１

万
２
０
０
０
円
の
修
繕
内
容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

市
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
空
調
設
備
の
制
御

基
盤
と
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
故

障
に
よ
り
、
空
調
が
効
か
な
く

な
っ
た
た
め
、
室
外
機
と
２
台

　一般会計ほか特別会計補正予算は、予算特別委員
会に付託され審査された後、本会議において、原案
のとおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

４億５６７６万９０００円を
増額補正し

２５９億８２５万３０００円に

の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

市
民
病
院
へ
の
負
担
金
増
額

委
員　
収
益
的
収
入
の
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
金
１
１
３
万
円

の
内
訳
は
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
病
院
職

員
の
基
礎
年
金
拠
出
金
に
係
る

公
的
負
担
の
増
に
よ
る
増
額
が

７７
万
３
０
０
０
円
、
ま
た
児
童

手
当
に
要
す
る
経
費
の
今
年
度

見
込
み
額
の
精
査
に
伴
う
減
額

が
９
万
円
で
、
さ
ら
に
は
、
今

年
度
に
退
職
す
る
医
師
の
退
職

給
付
費
が
、
以
前
勤
務
し
て
い

た
二
つ
の
病
院
で
の
勤
続
期
間

分
を
通
算
し
た
結
果
、
４４
万
７

０
０
０
円
増
額
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

風
し
ん
予
防
接
種
を
増
額

委
員　
任
意
予
防
接
種
委
託
料

１
３
９
万
８
０
０
０
円
増
額
の

内
容
は
。

健
康
課
長　
風
し
ん
抗
体
価
検

査
６０
人
分
の
検
査
費
用
（
１
件

５
６
０
０
円
）
は
全
額
市
負
担

に
な
る
。
抗
体
価
検
査
で
予
防

接
種
の
助
成
対
象
者
７５
人
分
の

接
種
費
用
を
一
部
助
成
す
る
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
自
己
負
担
は
３
０
０
０
円
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担

は
２
０
０
０
円
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種

は
７０
人
分
を
計
上
し
た
。

農
業
振
興
の
推
進

委
員　
元
気
な
農
業
経
営
所
得

１
・
３
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

費
補
助
金
２
３
３
万
２
０
０
０

円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
元
気
な
農
業
経
営

所
得
１
・
３
倍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
は
県
の
補
助
事
業
で
、
意

欲
あ
る
認
定
農
業
者
の
事
業
拡

大
・
作
業
効
率
向
上
に
よ
る
収

益
拡
大
を
目
指
す
認
定

農
業
者
に
対
し
、
ス
プ

レ
ヤ
ー
及
び
ト
ラ
ク

タ
ー
付
属
品
購
入
に
係

る
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

天
童
高
原
施
設

管
理
運
営

委
員　
天
童
高
原
施
設

管
理
運
営
に
要
す
る
経

費
２
６
２
万
６
０
０
０

円
の
内
容
は
。

産
業
立
地
室
長　
指
定
管
理
委

託
料
に
平
成
３０
年
度
分
の
国
庫

納
付
消
費
税
を
計
上
す
る
も

の
。
包
括
協
定
に
基
づ
き
双
方

で
協
議
し
、
市
が
負
担
す
る
こ

と
と
し
た
。

予算特別委員会 平成３０年度一般会計補正予算

一般会計補正予算のあらまし
（単位：万円 単位未満四捨五入）主な内容

協働のまちづくりの推進に要する経費
（自治会等一斉除雪及び排雪作業等補助金） ２５０

移住・定住促進に要する経費 ４３
福祉灯油購入費助成金の支給に要する経費 １２１９
健康増進対策に要する経費 ４０
任意予防接種に要する経費 １４０
農業振興一般に要する経費
（元気な農業経営所得１．３倍プロジェクト
事業費補助金）

２３３
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▼

議
第
２７
号　
平
成
３０
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

〈
反
対
〉狩
野
　
佳
和
議
員

　
天
童
高
原
指
定
管
理
委
託
料

の
消
費
税
分
約
２
６
２
万
円
の

補
填
に
は
納
得
で
き
な
い
。

　
納
税
の
指
導
と
管
理
を
す
べ

き
行
政
が
、
契
約
で
消
費
税
の

支
払
い
義
務
を
見
落
と
し
た
話

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　
今
後
５
年
間
の
委
託
料
は
約

１
億
２
６
１
７
万
円
。
年
間
で

人
件
費
９０
万
円
、
管
理
費
６６
万

円
と
消
費
税
分
増
加
で
４
０
３

万
円
増
と
の
説
明
だ
が
、
牧
野

公
社
時
代
と
比
べ
る
と
年
間
１

２
０
０
万
円
増
の
経
費
だ
。

　
再
開
発
で
約
６
億
円
の
公
共

工
事
を
し
て
い
る
。
総
合
的
な

費
用
対
効
果
を
検
証
す
べ
き
。

〈
反
対
〉伊
藤
　
和
子
議
員

　
予
算
委
員
会
で
は
、
指
定
管

理
で
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
天
童
高
原
で
、
預
か
り
消
費

税
４
１
０
万
円
か
ら
既
に
支

払
っ
て
い
る
消
費
税
１
５
０
万

円
を
引
い
て
２
６
０
万
円
の
消

費
税
が
不
足
す
る
の
で
、
そ
の

分
２
６
２
万
６
０
０
０
円
を
補

正
す
る
と
説
明
あ
っ
た
が
納
得

で
き
な
い
。

　
平
成
２８
年
度
事
業
実
績
報
告

書
を
出
し
た
時
に
協
議
で
き
る

問
題
だ
。
委
託
５
年
目
の
今
年

に
な
っ
て
、
不
足
す
る
分
を
市

で
負
担
す
る
の
は
、
行
政
と
し

て
怠
慢
で
あ
る
。

▼

請
陳
第
１
号　
種
子
法
廃
止

に
伴
う
万
全
の
対
策
を
求
め

る
請
願

〈
賛
成
〉石
垣
　
昭
一
議
員

　
廃
止
さ
れ
た
種
子
法
は
、
国

の
基
幹
産
業
で
あ
り
主
要
農
産

　
１２
月
２１
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
議
案
１
件
と
請
願
１

件
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
予
算
議
案
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
原
案
可

決
と
な
り
、
請
願
に
つ
い
て
は

賛
成
少
数
で
否
決
に
な
り
ま
し

た
。

討
　
論

物
で
あ
る
米
、
麦
、
大
豆
の
種

子
の
生
産
や
安
定
供
給
に
、
国

や
都
道
府
県
が
責
任
を
持
つ
よ

う
義
務
づ
け
た
法
律
で
、
種
子

の
生
産
・
供
給
の
予
算
を
確
保

す
る
根
拠
法
と
な
っ
て
い
た
。

　
種
子
法
廃
止
の
真
の
ね
ら
い

が
民
間
種
子
企
業
、
多
国
籍
企

業
へ
の
新
た
な
儲
け
口
の
提
供

に
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。

　
こ
の
請
願
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
予
算
措
置
の
確
保
と
、
民

間
に
種
子
を
委
ね
る
こ
と
の
な

い
よ
う
国
に
対
策
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、願
意
妥
当
で
あ
る
。

　
１１
月
１９
日
、
上
山
口
採
石

場
跡
地
に
係
る
経
過
と
、
１１

月
２１
日
に
住
民
説
明
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ

い
て
、
市
生
活
環
境
課
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明

を
受
け
た
後
、
上
山
口
の
現

場
に
移
動
し
、
現
地
視
察
を

行
い
、
事
業
予
定
者
か
ら
は

場
内
の
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１２
月
１３
日
、
天
童
中
央
・

天
童
中
央
第
二
学
童
保
育

所
、
干
布
ひ
ま
わ
り
児
童
ク

ラ
ブ
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
適
正
と
さ
れ
る
規
模
に
対

し
て
入
所
児
童
数
が
多
く
手

狭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

小
学
校
の
体
育
館
の
一
部
を

間
借
り
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
施
設
・
設
備
の
課
題
等
に

つ
い
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
担
当

者
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
活
動

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

上
山
口
採
石
場
跡
地

　情報公開・個人情報保護審査会委員が平成３０
年１２月３１日をもって任期満了となることに伴
い、半田稔氏（山形市）と中島宏氏（山形市）
を再任、また新たに髙橋奈津氏（柏木町）を委
嘱することに同意しました。

情報公開・個人情報保護審査会
委員の委嘱に同意

てんどう市議会だより №1639



議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

伊
藤　
護
國

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

赤
塚
幸
一
郎

て て て て 政 て 清 清 清 清 無 政 清 政 政 清 共 清 清 清 共 無

議第 ２７号 天童市一般会計補正予算（第
４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × 議

請陳第１号 種子法廃止に伴う万全の対策
を求める請願 × × × × × × × × ○ × ○ × × × × × ○ × × × ○ 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、政＝政和会、共＝日本共産党天童市議団、無＝無会派

提出された議案とその結果
第４回定例会（１２月７日～１２月２１日）〈市長提出議案〉

平成３０年度第４回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３９号 天童市天童高原施設及び天童市放
牧場の指定管理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第４０号 天童市市営住宅の指定管理者の指
定について

原案可決
（全会一致）

議第４１号
天童市市民いこいの家、天童市老
人保養センター及び天童市公衆浴
場の指定管理者の指定期間の変更
について

原案可決
（全会一致）

議第４２号 山口西工業団地整備事業用地の取
得について

原案可決
（全会一致）

議第４３号 天童市情報公開・個人情報保護審
査会委員の委嘱について 同　　意

議第４４号 天童市情報公開・個人情報保護審
査会委員の委嘱について 同　　意

議第４５号 天童市情報公開・個人情報保護審
査会委員の委嘱について 同　　意

議第４６号 天童市一般職の職員の給与に関す
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４７号 平成３０年度天童市一般会計補正予
算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第４８号
天童市特別職に属する者の給与に
関する条例及び天童市民病院事業
の管理者の給与等に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第２号

ライドシェアの導入に反対し、安
全・安心なタクシー事業の維持・
確保を国に求める意見書の提出に
ついて

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第３号

放課後児童クラブ職員配置基準等
の堅持を求める意見書の提出につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１１号
交通事故に係る損害賠償の額の決
定についての専決処分の報告につ
いて

報　　告

報第１２号
物損事故に係る損害賠償の額の決
定についての専決処分の報告につ
いて

報　　告

議第２７号 平成３０年度天童市一般会計補正予
算（第４号）

原案可決
（賛成多数）

議第２８号 平成３０年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第２９号 平成３０年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３０号 平成３０年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３１号 平成３０年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号 平成３０年度天童市水道事業会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 平成３０年度天童市民病院事業会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 平成３０年度天童市公共下水道事業
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号
天童市議会議員及び天童市長の選
挙における選挙運動に要する費用
の公費負担に関する条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第３６号
天童市財産区議会条例及び天童市
山口財産区議会条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第３７号 天童市手数料条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３８号
天童市指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準等を
定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

平成31年２月１日発行 10



教えて っすケケロロ
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

�

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）
議
会
報
告

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
平
成
３０
年
１１
月
２２
日
の
組
合

議
会
第
３
回
定
例
会
で
、
平
成

３０
年
度
の
各
市
町
の
負
担
金
が

確
定
し
ま
し
た
（
内
訳
は
下
表

の
と
お
り
）。

　
負
担
金
は
、
均
等
割
、
施
設

規
模
割
、
し
尿
処
理
量
割
（
平

成
２９
年
度
実
績
）、
ご
み
処
理

総
量
割
（
平
成
２９
年
度
実
績
）、

証
紙
事
業
（
ご
み
袋
代
等
）
な

ど
で
決
定
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
対
し
て
全
体
で

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
本
市

は
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
は
、
施
設
の
延
命

化
工
事
に
伴
い
、
事
業
費
の
負

担
割
合
が
大
き
い
本
市
の
負
担

金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

平成３０年度構成市町負担金確定額
（単位：千円、％）

市町名 Ｈ３０年度 Ｈ２９年度 前年比
天 童 市 ３１３，０２９ ３０７，２４３ １０１．９
東 根 市 ２６０，３７６ ２６４，１９２  ９８．６
村 山 市 １３１，６８８ １３３，９３２  ９８．３
河 北 町 １１３，２９４ １１７，８５４  ９６．１
合　計 ８１８，３８７ ８２３，２２１  ９９．４

意
見
書
の
提
出

　
１２
月
２１
日
の
本
会
議
に
委
員

会
提
出
議
案
２
件
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見

書
は
直
ち
に
関
係
機
関
へ
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

《
委
員
会
提
案
》

▼

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
安
全
・
安
心
な
タ
ク

シ
ー
事
業
の
維
持
・
確
保
を

請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は３件で、所管常
任委員会で審査した後、本会議で採決が行われまし
た。結果は次のようになりました。

件　名 提出者 付託委員会 結　果
種子法廃止に伴う
万全の対策を求め
る請願

天童市農民組合
組合長　太田正良 経済建設

不採択
（賛成
 少数）

ライドシェアの導
入に反対し、安
全・安心なタク
シーを国に求める
意見書の提出につ
いて

一般社団法人山形
県ハイヤー協会
会長　石川康夫
全国自動車交通労
働組合連合会山形
地方支部
執行委員長　
遠藤栄二

環境福祉
採　 択
（全会
 一致）

放課後児童クラブ
の職員配置基準等
の堅持を求める請
願

天童市学童保育連
絡協議会
会長　伊藤定夫　
他１０名

環境福祉
採　 択
（全会
 一致）

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
タ
ク
シ
ー
事
業
の
維
持
・

確
保
に
向
け
、
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
、強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
＝
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
国
土
交
通
大
臣
ほ

か
）

▼

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
配

置
基
準
等
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書
（
抜
粋
・
要
約
）

　
政
府
は
、
放
課
後
児
童
支
援

員
に
つ
い
て
、
安
全
面
で
の
管

理
の
必
要
性
か
ら
、
支
援
員
等

を
２
人
以
上
配
置
し
、
県
が
行

う
研
修
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
（
従

う
べ
き
基
準
）。

　
支
援
員
等
の
人
材
不
足
の
た

め
、
当
該
「
従
う
べ
き
基
準
」

を
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」
に
緩

和
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
児
童

の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
場
を

保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援

員
等
の
配
置
基
準
を
緩
和
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

（
提
出
先
＝
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
厚
生
労
働
大
臣
ほ

か
）

国
に
求
め
る
意
見
書（
抜
粋・

要
約
）

　

政
府
は
、
一
般
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
利
用
客
か
ら
輸
送
対
価

を
得
て
自
家
用
車
で
利
用
客
を

送
迎
す
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導

入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

る
が
、
輸
送
の
安
全
確
保
や
利

用
者
の
保
護
等
の
観
点
か
ら
大

き
な
問
題
が
あ
る
。

　
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
を
行
わ
な

い
こ
と
、
ま
た
地
域
公
共
交
通

紹介議員について、自己の所属する
委員会の所管事項に関する請願につ
いては、紹介議員になれません。

　　市議会へ請願書を提出する制度
は、市民の皆さんの意見や要望を市
政に反映させる方法として、法律上
認められた権利の一つです。請願を
提出する場合には、請願書に必ず１
人以上の紹介議員の署名または記名
押印が必要となります。
　請願書は、いつでも受け付けてい
ますが、議会定例会招集日（開会日）
前８日正午までに受理した請願は、
その定例会で審査します。所管の常
任委員会で審査された後、本会議に
おいて採択・不採択が決定されます。

Ａ
請願の提出の仕方は？Ｑ

てんどう市議会だより №16311



議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

１班 山口・高擶・天童南部
鈴木照一、後藤和信、山口桂子、
渡辺博司、三宅和広

　

各
会
場
に
若
干
の
違
い
は
あ
る

が
、
押
し
並
べ
て
参
加
者
数
は
少
な

い
。
半
面
、
地
域
の
多
様
な
意
見
や

要
望
等
を
じ
っ
く
り
と
伺
え
た
。

　
参
加
者
増
に
向
け
、
議
会
運
営
委

員
会
を
中
心
に
話
し
合
い
が
さ
れ
る

中
、
今
回
か
ら
、
各
会
場
で
い
た
だ

い
た
意
見
や
要
望
等
は
、
報
告
会
開

催
日
の
翌
月
に
回
答
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
今
後
も
参
加
し
た
く
な
る
議
会
報

告
会
を
模
索
し
、
改
善
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

（
班
長　
鈴
木
照
一
）

３班 天童北部・寺津・津山
水戸　保、石垣昭一、山崎　諭、
狩野佳和、武田正二、佐藤俊弥

　
前
回
は
、
当
初
予
算
の
報
告
で
あ

る
意
見
交
換
会
で
あ
っ
た
た
め
か
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
、
決
算
報
告
で
あ
り
市
長

の
主
催
す
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が

全
地
域
終
了
後
な
の
か
、
参
加
者
の

意
見
交
換
も
活
発
で
は
な
か
っ
た
。

　
各
地
域
の
考
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
で
、
そ
の
地
域
ご
と
の
課
題
を

調
べ
て
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
て
こ

ち
ら
か
ら
地
元
の
意
見
を
引
き
出
す

意
見
交
換
会
も
一
考
か
と
感
じ
た
。



（
班
長　
水
戸　
保
）

２班 天童中部・蔵増・荒谷
伊藤和子、結城義巳、遠藤敬知、
水戸芳美、熊澤光吏

　

夜
に
開
催
さ
れ
る
報
告
会
の
た

め
、
女
性
の
参
加
が
少
な
い
と
課
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
半
数
近
く
女
性

の
参
加
と
な
っ
た
会
場
も
あ
り
、
活

発
な
発
言
も
あ
っ
た
。

　
参
加
さ
れ
る
方
も
、
常
日
頃
の
活

動
を
元
に
、
自
分
の
考
え
も
し
っ
か

り
伝
え
な
が
ら
、
意
見
を
出
し
て
く

だ
さ
る
の
で
、
議
員
と
し
て
勉
強
さ

せ
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る

場
に
す
べ
き
と
考
え
る
。



（
班
長　
伊
藤
和
子
）

４班 干布・長岡・成生
伊藤護國、松田光也、村山俊雄、
遠藤喜昭、笹原隆義

　
参
加
者
は
い
つ
も
通
り
町
内
会
・

各
種
団
体
関
係
の
役
員
の
方
が
多

く
、
そ
の
経
験
か
ら
の
意
見
・
質
問

に
切
実
な
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
町

内
会
の
加
入
者
が
半
数
で
運
営
に
支

障
が
あ
る
と
の
市
街
地
の
実
態
を
聞

か
さ
れ
て
驚
い
た
。
地
域
自
治
の
次

元
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
自
治
の
根

幹
が
揺
ら
い
で
い
る
と
感
じ
る
。
議

会
・
行
政
と
も
に
し
っ
か
り
し
な
け

れ
ば
と
反
省
し
き
り
の
意
見
交
換
会

で
あ
っ
た
。



（
班
長　
村
山
俊
雄
）

　
議
会
報
告・意
見
交
換
会
を
、

１１
月
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
４

班
編
成
で
、
各
市
立
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
市
議
会
定
例
会
の
内
容
や
活

動
状
況
等
の
報
告
と
、
地
域
の

身
近
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望

等
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
貴
重

な
声
と
し
て
、
議
会
と
し
て
対

応
を
協
議
し
、
政
策
立
案
や
政

策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
政
に
関
す
る

も
の
は
、
市
長
に
も
文
書
で
報

告
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

は
、
議
会
報
告
会
で
の
質
問
等

に
つ
い
て
の
回
答
を
含
め
、
市

立
公
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

特集
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教えて っすケケロロ

参加者へのアンケート　集計結果
○議会・議員に対する意見・要望等（自由記載欄の抜粋）
議会報告・意見交換会の運営等

＊率直な意見交換の場として、この会は貴重な場で
あると感じた。

＊議会報告会について、パワーポイント等で説明の
ほうが、初めて参加した人などがもっと具体的に
わかるのではないか。本日の議会報告・意見交換
会大変勉強になった。ありがとうございました。

＊有意義だった。ぜひ、納得のいく回答を聞かせて
いただきたい（できるか、できないかではなく、
どのような状況なのか、どのように検討している
のか）。まちづくり懇談会より、楽しい時間が過
ごせた。よろしくお願いします。

＊参加人数が少なく残念だった。各町内の役員がほ
とんど出席していない。報告会開催のＰＲ、告知
が悪いのか。地域住民の意識が薄いのか。次回に
は、互いに誘い合い、多数の参加をさせたいと思
います！

市政への意見・要望等

＊降雪の時期に入るが毎年除雪で苦労してい
る。高齢者のみ住んでいるところはキレイに
してくれればよいが、車が通れるように道路
だけ除雪して両側に雪が山と積まれ、片づけ
るのに苦労している。除雪業者にもっと指導
してほしい！

＊モンテの本拠地（スタジアム）の誘致について
市を挙げて頑張ってほしい。山形に負けるな。

議員・議会への要望等

＊議員から、天童市の未来について語ってもら
いたかった。

＊出席議員全員の話を聞きたかった。

＊議会がインターネット中継されているとは知
らなかった。

○会場ごとの参加者数
天童南部天童中部天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山 山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷
３ １４ ８ ２９ １４ ６ ２ １２ １６ ９ １ ８

参加者合計 アンケート回答者数 アンケート回答率
１２２ １０９ ８９．３％

・参加者は、９割が男性で、６０歳代以上が８割強を占めた。その中で、女
性の参加率が上がっており、少数であるが３０～４０歳代の参加者もいた。
・参加回数については、２回以上の参加者が７割、初めて参加した方が約
３割であった。
・議会報告・意見交換会の開催内容については、７割強の方が「評価する」
と回答している。
・参加者が少ないことについて、ＰＲ不足や告知方法を考えるべきなど多
数のご意見をいただいた。
・初めての参加者からは、「参加して良かった」という声もあり、気軽に
意見交換等ができる場となるような会場の雰囲気づくりをしていくこと
も必要である。

評価する７４％

未記入４％

どちらとも
２２％

【評価】

男性９０％

未記入１％
女性９％

【性別】

６０歳代５１％

５０歳代７％
４０歳代５％

３０歳代１％未記入２％

８０歳以上6％

７０歳代２８％

【年齢】

２～５回目
５４％

6～９回目１３％

１０回目以上４％
はじめて２９％

【参加回数】

インターネット議会中継
スマホやタブレットでも

　インターネット配信の議会中継が新
しくなりました。
　視聴はパソコンのほか、スマート
フォンやタブレットでも
ご覧いただけます。
（通信に係る費用は利用
者の負担となります。）

てんどう市議会だより №16313



議 会 の う ご き （１０月２０日～１月１８日）
■１０月
　２２日　県・市町村行政懇談会（議長、局長／県庁）
　２３日　宮城県角田市議会視察来童
　２６日　茨城県守谷市議会視察来童
　３０日～３１日　ラ・フランストップセールス（議長／大阪）
　３１日～１１月１日　てんどう創生の会視察・研修会参加（東京都）
　３１日～１１月１日　狩野議員研修会参加（東京都）
　３１日～１１月２日　清新会先進地視察（石川県かほく市、富山県高岡市・

富山市）
■１１月
　１日　大分県別府市議会視察来童
　２日　三市二町正副議長会議（議長、副議長、局長／山形市）
　４日　天童ラ・フランスマラソン２０１８
　５日　兵庫県赤穂市議会視察来童
　6日～７日　政和会先進地視察（富山県舟橋村・南砺市）
　７日　全国市議会議長会評議員会（議長、局長／東京都）
　８日　県市議会議長会議会報研修会・懇親会（議長、副議長、広報委員

／天童市）
　９日　全員協議会
　　　　市長要請総務教育常任委員会（学校給食センター調理・配送等業

務委託に係る委託業者の選定について）
　１２日　第１３９回山形県市議会議長会定期総会（議長、副議長、局長／尾花沢市）
　１３日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　議会運営委員会
　　　　議会報告・意見交換会（天童中部・天童北部・山口・干布）
　１４日　議会報告・意見交換会（蔵増・寺津・高擶・長岡）
　　　　大分県日出町議会視察来童
　１５日　市長要請環境福祉常任委員会（高齢者健康福祉施設における現状

と今後の予定について）
　　　　議会報告・意見交換会（天童南部・成生・津山・荒谷）
　１９日　市長要請環境福祉常任委員会（上山口採石場跡地に係る経過と今

後の予定）

　１９日　県市議会議長会　県知事・県議長への陳情（議長、事務局長／県
庁・県議会棟）

　２０日　市長要請各派代表者会
　　　　議会運営委員会
　２１日　兵庫県三田市議会・石川県金沢市議会視察来童
　２２日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　全員協議会・定例会
　２６日　市長要請総務教育常任委員会（同報系防災行政無線整備及び防災

ラジオ配備）
　　　　経済建設常任委員と農業委員との農業懇談会
　２７日　岩手県平泉町議会視察来童
　３０日　議会運営委員会
■１２月
　７日～２１日　第４回市議会定例会
　　　　議会運営委員会
　７日　広報委員会
　　　　ＩＣＴ議会推進委員会
　１３日　市長要請総務教育常任委員会（連携中枢都市圏構想）
　　　　環境福祉常任委員会所管事務調査（認定こども園における認定区

分による保育内容等の違いについて ほか）
　１４日　市長要請経済建設常任委員会（間口除雪の対応について）
　２０日　議会運営委員会
　２１日　広報委員会
　２５日　市長要請経済建設常任委員会（天童高原施設及び天童市放牧場の

指定管理について）
■１月
　４日　新春賀詞交歓会
　８日　広報委員会
　１１日　ＩＣＴ議会推進委員会
　１１日　市長要請経済建設常任委員会（現在の除雪状況について ほか）
　１６日　広報委員会
　１７日　議会運営委員会

だ
よ
り
の
講
評
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

る
紙
面
を
示
し
な
が
ら
、
講
師

の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
厳
し
い
指
摘
を
し
て
も

ら
い
た
か
っ
た
と
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

は
、
将
棋
の
駒
に
こ
だ
わ
っ
た

紙
面
づ
く
り
や
「
教
え
て
ケ

ロ
っ
す
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
後
の
広
報
委
員
同
士

の
懇
談
は
、
具
体
的
な
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
意
見

を
交
わ
し
、
学
べ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

で
の
研
修
会
は
、
赤

塚
幸
一
郎
議
長
と
新

関
茂
副
市
長
の
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
で
開
会

し
ま
し
た
。

　
講
師
は（
株
）ア
サ

ヒ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・

月
刊
ヨ
ミ
ウ
リ
ウ
ェ

イ
編
集
長
の
岡
㟢
彩

氏
で
、
伝
わ
る
文
章

を
構
成
す
る
１７
の
ポ

イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
基
本
的
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
が
、
気
付
か

な
い
こ
と
、
見
過
ご

す
こ
と
も
あ
り
、
確

認
し
な
が
ら
取
り
組

む
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
議
会
の
代
表

者
が
「
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン

ト
・
聞
い
て
み
た
い

こ
と
」
を
発
言
す
る

時
間
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
岡
㟢

講
師
か
ら
各
市
議
会

市議会議長会議会報研修会

ちゃんと伝わっていますか？
　１１月８日、山形県市議会議長会主催の議会
報研修会が天童市を会場に開催されました。
　各市の広報委員等９５人が、「わかりやすい・
伝わりやすい文章術」と題した講義を受けま
した。
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宗む
な
方か
た　
颯は
や
人と

さ
ん

＊
１２
月
１２
日
、
僕
は
市
議
会
を
見

学
に
行
き
ま
し
た
。
今
日
の
質
問

に
は
、
僕
た
ち
に
も
関
係
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ジ
ャ

ガ
ラ
モ
ガ
ラ
の

環
境
保
全
に
つ

い
て
結
城
議
員

が
質
問
し
ま
し

た
。
大
勢
の
人

が
ヒ
メ
ボ
タ
ル

を
見
に
行
く

と
、
ヒ
メ
ボ
タ

ル
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
僕
は
、
今
年

の
夏
、
ホ
タ
ル

の
観
察
会
に
行

き
ま
し
た
。
光

で
照
ら
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付

け
て
観
察
し
ま
し
た
。
で
も
、
た

く
さ
ん
の
人
が
見
に
行
っ
た
ら
…
。

自
然
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
後
藤
議
員
か
ら
は
、
小
中
学
校

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
付
け
ら

れ
な
い
か
と
い
う
質
問
で
し
た
。

自
然
災
害
で
避
難
所
に
な
っ
た

ら
、
空
調
設
備
が
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
天
童
市
の
答

え
は
、
体
育
館
に
は
断
熱
材
が
は

い
っ
て
い
な
い
た
め
、
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
、
ま
た
、
校
舎
が
老

朽
化
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
直

す
こ
と
が
先
決
だ
と
い
う
も
の
で

し
た
。
僕
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

は
賛
成
で
す
。
暑
く
て
校
庭
で
運

動
で
き
な
い
し
、
避
難
所
も
必
要

だ
か
ら
で
す
。
で
も
、
設
置
す
る

ま
で
に
は
か
か
る
費
用
を
調
べ
た

り
、
校
舎
を
直
し
た
り
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
か
け
て

こ
の
問
題
の
こ
と
を
市
議
会
で
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
僕
た
ち

の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
に
つ
い
て

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

　
天
童
市
の
た
め
に
、
私
た
ち
の

よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
、
市
議

会
は
あ
る
の
で
す
。
僕
も
、
環
境

保
全
に
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
宮み

や
本も
と　
日ひ
ま
り莉

さ
ん

＊
今
日
、
社
会
科
の
学
習
で
市
議

会
を
見
学
し
ま
し
た
。
市
議
会
で

は
２２
人
の
議
員
さ
ん
が
天
童
市
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。
と
て
も
真
剣
な
話
し
合
い

で
、
議
場
で
は
、
紙
を
め
く
る
音

が
う
る
さ
く
感
じ
る
く
ら
い
で
し

た
。
見
て
い
て
、
私
も
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。

　
見
学
を
し
て
驚
い
た
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
般
質
問
で
は
、
議
員

さ
ん
の
持
ち
時
間
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
議
員
さ
ん
は
３０
分
間

の
持
ち
時
間
を
使
っ
て
何
度
も
質

問
し
ま
す
。
質
問
を
受
け
て
、
天

童
市
役
所
の
方
々
が
答
え
ま
す
。

関
係
の
あ
る
複
数
の
人
が
、
質
問

に
答
え
て
い
ま
し
た
。
質
問
す
る

の
は
、
と
て
も
難
し
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
は
い
ろ
い

ろ
調
べ
て
考
え
て
質
問
し
て
い
ま

す
。
答
え
る
人
は
そ
れ
を
一
つ
一

つ
説
明
し
な
が
ら
答
え
て
い
ま
し

た
。
驚
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
み
ん
な
が
真
剣
に

聞
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
議
場
は

と
て
も
静
か
で
し
た
。
議
員
さ
ん

た
ち
は
、
質
問
し
て
い
る
人
、
答

え
て
い
る
人
の
意
見
を
「
メ
モ
」

し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
市

議
会
で
も
、
や
っ
ぱ
り
メ
モ
が
大

切
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
番
心
に
残
っ

た
の
は
、
私
た
ち

が
調
べ
て
い
る

ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ

の
こ
と
を
議
員
さ

ん
た
ち
が
話
し

合
っ
て
く
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。

「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
」

が
す
む
ジ
ャ
ガ
ラ

モ
ガ
ラ
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
、

絶
滅
し
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
す
。

「
い
な
く
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。

今
対
策
を
立
て
な

け
れ
ば
」
と
い
う

言
葉
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
市
議
会
を
見
学

し
て
、
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

市 民 の 声

津山小学校６年生の皆さん
　１２月１２日に、津山小学校６年生の皆さんが社会科の校
外学習として、本会議の傍聴に来てくれました。感想文
をいただいておりますのでご紹介します。

てんどう市議会だより №16315



日 月 火 水 木 金 土
2/24 25 26 27 28 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

子どもの安心を
守る天童
坂本靖光（長岡）

編
集
後
記

１２
月
定
例
会
で
、
津
山
小
学

校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
一
般
質

問
を
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。
偶
然

に
も
、
登
下
校
時
の
荷
物
軽
減

と
津
山
地
区
に
あ
る
ジ
ャ
ガ
ラ

モ
ガ
ラ
の
保
全
に
関
す
る
質
問

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
身
近
な

話
題
に
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

議
会
報
研
修
会
講
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
紙
面
に

将
棋
駒
か
ら
得
た
デ
ザ
イ
ン
を

増
や
し
て
み
ま
し
た
。
市
内
外

に
将
棋
駒
の
ま
ち
天
童
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
は
市
制
施
行
６０
周
年
の

年
、
本
年
は
新
し
い
年
号
の
幕

開
け
で
す
。
ま
た
新
鮮
な
気
持

ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
も
の
で

す
。

（
佐
藤
）

《
広
報
委
員
会
》

　
　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
　
副
委
員
長　
武
田　
正
二

　
　
委　
　
員　
鈴
木　
照
一

　
　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
敬
知

　
　
　

 

〃 　
　
渡
辺　
博
司

　
　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
俊
弥

　
　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

１月１８日
蔵増小学校６年生の
議場見学

　
先
日
、
市
内
学
童
保
育
の
各

地
域
会
長
、
指
導
員
な
ど
関
係

者
約
１０
人
で
環
境
福
祉
常
任
委

員
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
内
２３
カ
所
の
学
童

保
育
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、
基
準
に
従
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も

「
指
導
員
は
資
格
者
を

２
人
以
上
配
置
す
る
」

こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
を
守
る
上

で
最
低
限
の
基
準
な
の

で
す
が
、
そ
れ
を
国
が

引
き
下
げ
る
と
い
う
心

配
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
関
係
者
と
し
て
は
、

「
学
童
保
育
の
充
実
は
地
域
の

子
育
て
環
境
向
上
に
つ
な
が

る
」
と
、
基
準
の
維
持
を
求
め

て
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し
た

経
過
が
あ
っ
て
、
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
。
請
願
は

紹
介
議
員
か
ら
の
説
明
に
続
い

て
、
各
委
員
の
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
後
に
本
会
議
で

も
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、

一
同
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
今
ま
で
議

会
は
気
軽
に
行
け
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活

に
密
着
し
た
案
件
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
議
事

が
進
ん
で
い
く
の
だ
と
納
得
し

ま
し
た
。
他
の
委
員
会
の
議
員

の
方
々
も
多
数
傍
聴
さ

れ
て
い
て
、
内
容
把
握

に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
で
生
活
し
て
い

く
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
の
よ
う
に
声
を
上

げ
る
者
が
い
る
一
方
、

声
を
上
げ
ら
れ
な
い

方
々
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

の
中
で
真
剣
に
議
論
し
、
あ
ら

ゆ
る
課
題
に
つ
い
て
深
く
理
解

し
よ
う
と
し
て
い
る
議
員
の

方
々
の
姿
は
頼
も
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
議
会
を
傍
聴

し
て
そ
う
実
感
す
る
と
と
も

に
、
天
童
の
明
る
い
未
来
を
確

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、２月２０日（水）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

予算特別委員会

常任委員会

予算特別委員会

常任委員会

本会議
（初日）

予算特別委員会

常任委員会

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

インターネットで生中継します。

天童市議会
　ギャラリー

24

31

（春分の日）
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